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常任理事

得丸　正一郎
JFE スチール株式会社［ 鉄粉セクター副セクター長 ］

（2024年3月31日時点）

　JFE スチール株式会社　鉄粉セクターの得丸です。

　私の会社生活は製鉄所からスタートし、その後販売部門や企画部門に従

事して、今年で 33 年になります。製鉄所では原材料の受け入れから製品の

生産・出荷までの「ものの流れ」を勉強し、生産に伴い発生する付帯作業

を請け負う会社様と契約する業務に従事しました。

　製鉄所勤務の後、東京、名古屋、大阪でブリキ（錫めっき鋼板）、自動車

用鋼材、薄板、電磁鋼板、鉄粉といった製品部門に従事しました。各地で

の勤務は初めての土地ということもあり、見るもの新鮮でした。言葉や習慣、食文化などそれぞれ特色が

あり、同じことをするにしても様々なやり方があるのだなぁと気づくことが多くありました。

　名古屋では「鰻のひつまぶし」を初めて食べ、美味しいだけでなく楽しめる食べ方もあるものだと驚き

ました。大阪ではエスカレーターの左右の列で乗り方が東京とは逆で、左側の列の人が歩いて右側の列の

人が止まっていて、私も慣れるまでは左側に止まって後ろを歩く人に迷惑を掛けたかもしれません。

　そして現在の鉄粉部門に携わり 4 年が過ぎました。鉄粉部門に移ると同時にコロナ感染症が流行しはじ

め、赴任後すぐに在宅勤務となり、お客様にお会いすることもままならず、もどかしい日々でした。今こ

うして普通に皆様と直接お会いして会話出来ることの大切さを改めて感じております。

　さて、日本の社会ではバブル崩壊以降失われた 30 年と言われていますが、私も同時期に会社生活を送っ

てきました。その間担当したマーケットでは様々な変化が起こり、変化を予見することや、変化に適応し

てキャッチアップすることが大事だと学びました。

　例えばブリキ（錫めっき鋼板）分野では販売先の飲料缶や菓子缶分野でペットボトル、紙箱などライバ

ル素材製品の台頭がありました。自動車分野では、軽量化、剛性の高いボディーなどのニーズが高まり、

ハイテン（高張力鋼板）といった新しい技術を用いた製品の実装化が進みました。

　今私たちが携わっている粉末冶金業界におきましても、EV 車の出現、輸送機器やロボット分野の進化

などでマーケットの変化や新たなニーズが生まれる可能性があります。それらは明日にでも到来するかも

しれません。

　粉末冶金業界においてもニーズをとらえて準備を急ぎ、来たるべき明日のマーケットを生み出す時機か

もしれません。これまでとは異なる視点も入れて、例えば制約のあるスペースに最適な形状の製品、完成

品から高価な素材を回収しやすい製品、多くの分野で使われるモーターやリアクトルといったパワーエレ

クトロニクス分野の製品など、粉末材料を使った製品の特徴を生かせそうな市場を生み出していくことを

私は期待しております。今まさに取り組みが本格化している脱炭素化、省エネ、サステナブルといった

社会ニーズの変化に適応して粉末冶金の新たな価値を創出し、明日の絵姿を描いていきましょう。

社会ニーズの変化に適応して
新たな価値を創出
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入会
　賛助会員（4月１日）	 トーホーテック株式会社

退会
　賛助会員（2 月 29 日）株式会社ゴーショー
　正 会 員（3 月 31 日）JX 金属株式会社

PM GUIDE BOOK 発行
　3 月 6 日
　金属粉末射出成形（MIM）- 中級編
　MIM の概要～ MIM プロセス～ MIM 製品
　会員価格：1,500 円、非会員価格 3,000 円
　冊子申込 URL： https://www.jpma.gr.jp/publication/

WORLD PM2024 YOKOHAMA 会議登録受付中
　工業会及び一般社団法人粉体粉末冶金協会共催で開催する粉末冶金国際会議（WORLD PM2024 
YOKOHAMA）は、2024 年 10 月 13 日（日）～ 17 日（木）パシフィコ横浜で開催いたします。
　4 月 2 日、WORLD PM2024 Website（https://www.worldpm2024.com/）から会議登録、ホテル
予約、ツアー予約を開始いたしました。登録は早期、後期、当日料金体系となりので、早めの登録をお勧め
いたしますとともに、関係者各位におかれましては多数申込いただきますようお願いいたします。

「和文年報」広告募集中
　当会・業務委員会が発行する年報は、工業会の 1 年間の活動状況、統計資料をとりまとめたもので、ユー
ザー団体、教育機関を含め幅広く配布いたします。
　本年報への掲載広告を募集しておりますので是非ご検討いただきますようお願いいたします。

◆ 発行部数 ： 1600 部
◆ 発行日（予定）： 2024 年 7 月 15 日頃
◆ 問合せ：　工業会事務局（info@jpma.gr.jp）

登録料 （円）
早期登録

4 月２日～ 9 月 2 日
後期登録

9月3日～10月12日
当日登録

10 月 13 日～ 17 日
発表者・座長 125,000 150,000 165,000
JPMA/JSPM 会員 170,000 204,000 224,400
一般 190,000 228,000 250,800
学生 15,000 18,000 19,800
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PM-24 インド粉末冶金国際会議（インド・プネ）
International Conference of Powder Metallurgy & Particulate 
materials & Exhibition ＋ 49th Annual Technical Meeting of PMAI
Golden Jubilee Celebrations 50years of PMAI

　インド粉末冶金国際会議は、毎年インド粉末冶金協会（PMAI）
の主催により開催される国内大会です。本年の大会は 2 月 25
日～ 28 日の 4 日間の日程でインド・プネの Hyatt Regency 

（Weikefield IT Citi Info Park, Viman Nagar, Pune）で開
催されました。会議は、25 日に PMAI 設立 50 周年祝賀会及び
VIP ディナー、26 日から 28 日まで Plenary Lecture、Invited 
Talk、論文発表、展示会が実施されました。インド国内を中心
に約 300 名の参加がありました。
　大会開催にあたり PMAI から JPMA に対する招聘を受け、本
年 10 月に開催する WORLD PM2024 横浜の PR（展示会、スポ
ンサーシップ募集）も兼ねて、JPMA から伊井会長（ダイヤメット）、
坂元第4運営部会長（ヘガネスジャパン）、矢野委員（ダイヤメット）、
植月専務理事が参加しました。
　PMAI との交流では、PM 産業の拡大状況や新技術（AM 等）
を活用した新分野開拓等の紹介が行われ、現在のインド経済の
勢い、将来の可能性を肌で感じることができました。また、隔
年で開催される粉末冶金国際会議の招致に強い関心があり、将
来的には自国開催に意欲を示されました。
　WORLD PM2024 横浜の PR は、事前に PMAI 会長（Mr. Aniket Gore）に依頼し、会議のコングレスバッ
グに WORLD PM2024 横浜のリーフレットを同封して配布していただくよう手配しました。また現地、展
示会場（28 社出展）において WORLD PM2024 第 4 部会（展示会担当）坂元部会長（ヘガネスジャパン）、
矢野委員（ダイヤメット）、植月専務理事が出展企業に勧誘を行い、複数社から出展の約諾を得ることに成
功し、一定の成果をあげることができました。

【会議場入口、スポンサー企業】

【各種スピーチの様子】

【展示会場 （伊井会長・坂元部会長・矢野委員）】 【展示会場】
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会議スケジュール
　理事会・定時総会 
５月 24 日　機械振興会館
　常任理事会
４月 10 日　工業会会議室
　常設委員会・部会
業務委員会
7 月 4 日 工業会会議室
総務部会
7 月 4 日 工業会会議室
広報部会
7 月 4 日 工業会会議室
焼結機械部品技術委員会
6 月 4 日 工業会会議室

軸受部会
5 月 15 日 工業会会議室
プレス技術委員会
6 月 14 日 工業会会議室
原料粉末技術委員会
4 月 12 日 工業会会議室
射出成形粉末冶金委員会
5 月 20 日 工業会会議室
マーケティング委員会
5 月 27 日 Web 会議
国際規格委員会
５月 14 日 Hybrid 会議

環境委員会
9 月 9 日 工業会会議室
　WORLD PM2024委員会（部会）
運営委員会
7 月 25 日 工業会会議室
第 1部会（広報）
7 月 24 日 Web 会議
第3部会（会場・登録・宿泊・ツアー）
６月 13 日 工業会会議室
第 4部会（展示）
５月 13 日 工業会会議室

工業会賞受賞記念特別セッション 対象：会員、非会員、ユーザー（一般）

　（一社）粉体粉末冶金協会のご協力を得て、1996 年の「春季大会」から工業会賞受賞記念特別セッショ
ンを設け、受賞内容の紹介を行っています。本セッションは、ユーザーの皆様には粉末冶金利用の参考に、
研究者の皆様には今後の研究開発の参考にしていただくことを目的としています。多数ご参加いただきま
すようお願いいたします。

　①日時：5 月 21 日（火）　14：30 ～ 16：30
　②会場：東京工業大学 すずかけ台キャンパス
　③申込方法：
　　・会　員： 開催案内を参照いただき、当会あて

に申し込みください。　
　　・非会員： 工業会賞受賞記念特別セッションの

み聴講の場合は、工業会 Website
（https://www.jpma.gr.jp/）から申
し込みください。

　　※ 春季大会のセッションを聴講される場合は、
　　　 JSPM Website（https://www.jspm.or.jp/）にて参加登録（有料）が必要になります。
　④参加費用及び申込方法：工業会賞受賞記念特別セッションのみの聴講は無料。
　⑤参加申込締切：2024 年５月 10 日（金）　

【2019 年工業会賞特別セッション（東京工業大学）】
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　⑥プログラム
　　▽高周波＆高強度リアクトルコアの実用化
 株式会社ファインシンター 玉木　雅人氏
　　▽新機構セミアクティブサスペンション用高精度部品の開発
 株式会社ファインシンター 長嶋　蓮氏
　　▽高速回転下での低摺動ロスを実現した CPAP 機器用含油軸受ユニット
 ポーライト株式会社 髙橋　航輝氏
　　▽長尺 / 異形の可変容量型ベーンポンプ部品の開発
 住友電気工業株式会社 長町　泰雅氏
　　▽粉末冶金用アルミニウム青銅粉
 福田金属箔粉工業株式会社 益岡　佐千子氏
　　▽電気自動車向けパーキング部品の焼結化
 住友電気工業株式会社 西澤　伊織氏
　　▽密度勾配付与により耐摩耗性に優れる焼結含油軸受
 ポーライト株式会社 寒河江　彩香氏

　２024 年度日本粉末冶金工業会賞の募集を開始しました。詳細は、4 月 15 日付当会発第 001 号募集案
内をご参照下さい。応募期限は 6 月 7 日（金）です。
　本賞は、粉末冶金の技術向上と需要家への普及拡大を図ることを目的に 1979 年度に創設されたもので、
今年度で 46 回目を迎えます。
　受賞製品は当会 Website に掲載するほか、国内外の専門誌、新聞にも掲載し、全世界に幅広く紹介いた
します。
　また、翌年の粉体粉末冶金協会春季大会では「工業会賞受賞記念特別セッション」として、ユーザー、研
究者へ直接技術紹介も行います。
　昨年度は、工業会賞（奨励賞含む）に７件が受賞しました。業界発展、自社製品 PR となりますので、是
非ご応募下さい。
　募集対象は次のとおりです。
　＊新製品賞（デザイン、材質、製法開発部門）
　　 機械部品、軸受合金、摩擦材料、電気接点、

集電材料、MIM 部品など、会費算定対象の
製品が対象です。

　＊原料賞
　　粉末冶金用原料粉、潤滑剤等が対象です。
　＊設備開発賞
　　粉末冶金用プレス、焼結炉等設備が対象です。

【2023 年度工業会賞受賞製品】
高周波＆高強度リアクトルコアの実用化

株式会社ファインシンター／大同特殊鋼株式会社

2024 年度　工業会賞募集 対象：会員限定
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第 12 回 人材育成セミナー 対象：会員限定

　本セミナーは、広報部会主催で 2013 年から毎年開催しております。第 1 回から第 11 回まで、「VE 技術
の活用による機能分析の習得」、「創造性開発」、「粉末冶金技術の市場拡大」「作業改善の基本技術」などをテー
マとして、グループディスカッションや演習を
行っています。若手参加メンバーの自由闊達な
意見交換を通じ、粉末冶金業界に関わる人材の
育成を目的としています。
　本年度は、「ムダ取り改善」をテーマとして
演習を行います。事務系・技術系を問わず受講
いただけますので奮ってご参加ください。
　5 月に正式なご案内をいたしますので、会員
各位は多数ご参加いただきますようお願いいた
します。
　①日　　時：7 月５日（金） 10：00 ～ 18：30
　②場　　所：機械振興会館（東京都港区芝公園 3-5-8）
　③講　　師：株式会社 RK コンサルティング

代表取締役　丹澤　一昭氏
　④募集対象：若手～中堅社員（入社 3 年～）約 30 名
　⑤参 加 費：8,000 円（会員特別料金）　
　　　　　　　※昼食、懇親会費込み

⑥テーマ：「ムダ取り改善」
　 業務効率向上のためのムダ取り技術を理解

し、実践　演習でスキルを習得する。
　◇ムダとは何かを学ぶ
　◇ムダ取り技術を理解する
　◇実践演習で組立作業を改善する

【2023 年セミナー ･ グループ演習】
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委員会の動き 　

　常設委員会・部会 
業務委員会
3 月 29 日　工業会会議室
（1）  2023 年度収支、2024 年度事業計画・予算

の審議。
（2)  工業会役員等選任案の確認、審議。
（3）  工業会各委員会委員長等委嘱の確認、審議。
（4）  工業会賞選考委員会委員長等委嘱の確認、

審議。
（5）  定時総会段取りの確認。  
（6）  工業会賞発表会（特別セッション）段取り

の確認。
（7）  工業会賞募集要領の確認。
（8）  粉末冶金交流会振り返りの審議。 
（9）  業務委員会見学会等開催方針の審議。 
（10）  秋季総会等開催方針の審議。　
（11）  主要行事日程（更新）の報告。
総務部会
3 月 29 日　工業会会議室
（1）  2023 年度収支、2024 年度事業計画・予算

の審議。 
（2）  工業会役員等選任案の確認、審議。
（3）  工業会各委員会委員長等委嘱の確認、審議。
（4）  工業会賞選考委員会委員長等委嘱の確認、

審議。
（5）  定時総会段取りの確認。  
（6）  工業会賞発表会（特別セッション）段取りの

確認。
（7）  工業会賞募集要領の確認。
（8）  粉末冶金交流会振り返りの審議。 
（9）  業務委員会見学会等開催方針の審議。 
（10）  秋季総会等開催方針の審議。　
（11）  主要行事日程（更新）の報告。
（12）  常任理事会歓送迎会開催方針の審議
広報部会
3 月 29 日　工業会会議室
（1）  VA 事例、電動車搭載製品等募集方針の審議。
（2）  LCA セミナー開催方針の審議。
（3）  新たに始動するプロジェクト活動方針の審議。

焼結機械部品技術委員会
3 月 12 日　工業会会議室
（1）  ISO5755 改正箇所について内容を精査及び

対応。
  JIS 改訂担当者選定について意見交換を実施。

（2）  粗さ追加測定について進捗状況を確認。
（3）  「理想の焼結工場」改訂版について内容を精査。
（4）  新規 PJ 活動関連情報紹介
  「鉄鋼業のカーボンニュートラルに向けた国

内外の動向等について」
（5）  次年度工場見学候補を決定。
軸受部会
3 月 8 日　工業会会議室
（1）  拭き取り方法の違いによる満充てん率差異

の検証及び今後の進め方について意見交換
を実施。

（2）  新規 PJ 活動関連情報紹介
  「NTN のカーボンニュートラルへの取り組み」
プレス技術委員会
3 月 22 日　工業会会議室
（1）  トラブル事例についてプレスメーカーから紹介。
（2）  プレス機の構造や機能紹介。
（3）  新規 PJ 活動「アキュームレータを組み込む

事によるポンプ省力化」、「暖機運転で範囲に
入ったらポンプ停止」について意見交換を実施。

原料粉末技術委員会
1 月 15 日　工業会会議室
（1）  ISO 投票方針の決定。
（2）  ISO13517 国内規格化について意見交換を

実施。
（3）  原料粉メーカー版、環境自主行動計画フォ

ローアップ調査対応可否について意見交換
を実施。

（4）  次年度活動計画及び今後の委員会運営の決定。
（5）  「粉末充てん性指標評価」の論文応募内容の

確認。
（6）  新規 PJ 活動関連情報紹介
  「カーボンニュートラルへの取組み」
  「昆虫食事業への取組み」
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  「JX 金属グループの取組み」
射出成形粉末冶金委員会
2 月 9 日　工業会会議室
（1）  MIM 市場調査内容の承認。
（2）  MIM 教育資料（中級編）、最終確認を実施。
（3）  MIM 講習会 - 中級編、発表概要確認及び役

割分担の決定。
（4）  WORLD PM2024共同展示、準備状況の報告。
（5）  WORLD PM2024 SIS 発表概要の紹介及び

発表に関する資料提供を確認。
（6）  欧州 MIM における LCA 活動に関する経過

報告及び意見交換を実施。
マーケティング委員会
2 月 16 日　Web 会議
（1）  2024 年度マーケティング委員会活動計画の

確認。
（2）  新規 PJ 活動計画の確認。
（3）  「電動化・CN」需要動向（非自動車用）の

委員調査報告。
環境委員会　
3 月 25 日　Web 会議
（1）  環境自主行動計画フォローアップ調査委内

容の決定。
（2）  新規 PJ 活動（CO2 排出量調査）に関する進

捗状況を報告。
（3）  環境に関する情報（再生エネルギー、環境

活動）紹介。
　その他委員会
新規 PJ委員会
12 月 19 日　Hybrid 会議
（1）  各委員会部会の活動推進状況を報告。
（2）  CO2 排出量調査結果報告及び意見交換を実施。
（3）  今後の新規 PJ 活動方針の決定。
委員長連絡会
2 月 2 日　工業会会議室
（1）  常設 11 委員会・部会の委員長・部会長から

2023 年度活動報告、2024 年度活動計画及
び予算要求を説明、意見交換。

（2）  2024 年度工業会主要行事日程を報告。

　WORLD PM2024 委員会（部会）
運営委員会
2 月 20 日　工業会会議室
（1）  技術委員会、各部会進捗報告。
（2）  助成金申請進捗報告。
（3）  準備スケジュール確認及び意見交換。
（4）  JPMA 主催行事進捗報告。
第 1部会（広報）
2 月 16 日　Web 会議
（1）  スポンサー申込進捗状況及び追加勧誘方針

の決定。
（2）  会議登録 E-blast 配信内容の検討。
（3）  Congress Information の掲載内容の確認。
（4）  Abstract 投稿状況の確認。
第 2部会（行事・接遇）
2 月 6 日　Hybrid 会議
（1）  開会式、Welcome Reception、Congress 

Party アトラクションの選定及び実施スケ
ジュールについて意見交換を実施。

第 3部会（会場・登録・宿泊・ツアー）
1 月 26 日　工業会会議室
（1）  昼食会場レイアウトの確定。
（2）  会場サインデザインについて意見交換を実施。
（3）  参加登録システム仕様について意見交換を

実施。
（4）  ビザサポート対象者の確認。
（5）  論文会場呼称の決定。
第 4部会（展示）
1 月 23 日　工業会会議室
（1）  出展申込状況の確認及び出展勧誘施策の検討。
（2）  展示会初日開始時間の決定。
（3）  Congress Information 出展社情報掲載内

容の決定。
（4）  出展社専用ページの確認及び今後の検討事

項の確認。
3 月 21 日　工業会会議室
（1）  出展申込状況確認及び出展勧誘について意

見交換を実施。
（2）  出展者配置方針の決定。
（3）  出展マニュアルについて内容を精査。
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①  JPMA 紹介、MIM 委員会活動及び市場動向に
ついて 日本粉末冶金工業会　綿貫　裕介　

② MIM の概要
 株式会社キャステム　中山　英樹氏
③原料粉末
 大同特殊鋼株式会社　星野　伸英氏
④バインダ
 東京都立大学　長田　稔子氏
⑤混錬・造粒
 日本ピストンリング株式会社　木村　正宏氏
⑥射出成形
 岩機ダイカスト工業株式会社　高橋　純一氏
⑦脱脂・焼結
 東京都立大学　長田　稔子氏

⑧後加工
 株式会社ファインシンター　長谷川　司氏
⑨検査項目・検査方法
 大阪冶金興業株式会社　土井　研児氏
⑩不適合事例
 日本ピストンリング株式会社　木村　正宏氏
⑪規格化の取組
 株式会社キャステム　中山　英樹氏

　各講演とも活発な質疑応答が行われ終了後、交流の場として懇親会を開催しました。今後も MIM 委員会
は業界発展のため各種活動を継続していきます。

　2023 年度粉末冶金交流会を 3 月 15 日（金）、機械振興会館で開催いたしました。
　参加者は、会員21社60名、非会員10社13名、関係者を含め90名と多数の皆様にご聴講いただきました。
　本交流会は会社規模の大小にかかわらず、各社の交流を通して研鑽を図ること、また、当会会員を増やす
ことで粉末冶金工業の発展をより力強いものにするとの趣旨で 2004 年度から開催しています。
　前半の講演会は、下記 3 件の講演ならびに新規に入会された４社の事業概要を紹介していただきました。

第 19 回粉末冶金交流会 対象：会員、非会員、ユーザー（一般）

　当会・射出成形粉末冶金委員会（以下、MIM 委員会）は、金属射出成形（以下、MIM）の若手育成、啓蒙、
業界活性化として MIM 講習会（中級編）を 2024 年 3 月 6 日（水）機械振興会館で開催いたしました。
本講習会は会員・非会員問わず広く参加を募集し、23 社 57 名（内非会員は 5 社 11 名、講演者、関係者
含まず）と多数の方に聴講いただきました。
　当日は MIM 委員会委員の秀島氏（三菱製鋼）が司会を担当し、冒頭 MIM 委員会委員長である中山英樹氏

（株式会社キャステム）の挨拶が行われ、下記講演をいただきました。

第１回 MIM 講習会（中級編） 対象：会員、非会員、ユーザー（一般）

①自動車市場動向　
　「2035 年 BEV vs. ICE  日系 OEM 戦略

転換：トレードオフ、適合性、継続性」

S&P Global ダイレクター
西本　真敏氏
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　後半の懇親会は、業界の人的交流を図ることが一つの目的です。冒頭に増本業務委員長（福田金属箔粉工業）
から、「本年秋に開催する国際会議に向け、皆様の一層のご支援をお願いします。」とご挨拶をいただきました。
また今回は、多数の非会員の方々にもご参加いただき、意見交換を行ったほか、参加者の同士の懇親を深め
ることができました。中締めは、松本広報部会長（ダイヤメット）が音頭をとり、「今後も協力して業界を
盛り上げていきましょう」　とご挨拶され、懇親会の締めくくりをされました。
　当会では、各委員会が電動化、カーボンニュートラル等に対応するテーマを設定し、情報の調査・共有及
び協業活動などの取組を推進しています。将来の市場創出に向け、工業会を有効にご活用いただきたいと存
じます。

②招待講演（1）
　「Using LCA as a tool for

Sustainability Progress in
 Powder Metallurgy」

③招待講演（2）
　「SACMI が見る欧州焼結事情と

同社プレス最新技術紹介」

④事業紹介
　・「オリエンタルチエン工業㈱ 会社紹介」 成形部　リーダー 米澤　 良史氏
　・「小林工業㈱の事業紹介～粉末成形機の今後～」 営業部　機械営業グループリーダー 東海林 希美生氏
　・「三起精工㈱ 事業概要」 取締役営業部長 鶴渕　 道宏氏
　・「しのはらプレスサービス㈱ 事業概要」 代表取締役社長 篠原　 正幸氏

Höganäs AB
Vice President Group Sustainability

Ms. Catharina Nordeman

SACMI MACHINERY CO.,LTD.
Business Unit Manager　Advanced 

Technologies
Mr. Raffaele Izzo
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「「よよりり少少ななくく」」でで産産業業界界にに貢貢献献ししまますす

 
 
 
 
 
 
 

 

 

ササスステテナナビビリリテティィへへ 
2037 年までに直接排出量と間接排出量の両方の実質ゼロが目標です。 

⚫ 2030: 自社工程での排出実質ゼロ （Scope 1 および 2） 
⚫ 2030: 原材料を中心に Scope 3 の上流工程で 30% 削減 
⚫ 2037： バリューチェーン全体のネットゼロ（Scope 1、2、3 上流工程） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘガネスは、金属粉の技術で持続可能な社会の実現を可能にする資源効率の高い

ソリューションとして、下記のような用途開発提案と技術支援を行っています。
 

Inspire industry to make more with less 
 

金金属属粉粉末末はは

金金属属粉粉末末技技術術はは……

• ……リリササイイククルル原原料料をを使使用用

• ……無無駄駄をを最最小小限限にに抑抑ええるる

• ……エエネネルルギギーーやや労労働働力力ななどどののリリソソーーススををよよりり効効率率的的にに使使用用

• ……最最終終製製品品ののリリササイイククルルをを簡簡素素化化

• ……製製品品ラライイフフササイイククルルをを延延長長

ササスステテナナビビリリテティィへへののソソリリュューーシショョンンでですす

ヘガネス ジャパン株式会社
〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-6-4 TOKYO TORCH 常盤橋タワー 915 区 
電話：03-5931-0000(代表) FAX：03-5931-1000 e-mail：japan@hoganas.com 

➢ 用減速機、トランスミッションギヤ、リングギヤ等高負荷焼結機械部品

➢ モータ、リアクトル、イグニッションコイル等用圧粉磁心

➢ 固体酸化物燃料電池 と固体酸化物形電解セル 用途粉末

➢ レーザークラッディング、 、肉盛り等表面処理

➢ フリーオイルクーラー、熱交換器等高温ろう付け

➢ プリンティング用粉末

➢ 及び

➢ 高機能セラミック粉末

12



JPMA NEWSJPMA NEWS 第 418 号  2024.4

（注 1）｢その他｣ は磁性材料硬質も含む。 （注 2）生産金額は消費税を含む。
（注 3）前年比・前年同月比は同一企業数で計算。 （注 4）前年度比、前年同月比は消費税抜きの金額で比較。

統
計
情
報　経済産業省統計による 2023 年（1 ～ 12 月）の粉末冶金生産実績がまとまりました。

　品目別生産実績を表 1、需要業種別生産量を表 2 に示します。
　全体では、重量が 74,466 トン（前年比▲ 3.0％）、金額が 1,567 億円（同 +1.1％）となりました。このうち、
機械部品は重量が 67,997 トン（前年比▲ 2.5％）、金額が 1,086 億円（同 +2.5％）。軸受合金は、重量が 4,479
トン（前年比▲ 4.4%）、金額は 161 億円（同 +2.4%）となりました。
　主要な需要先である自動車産業における国内自動車生産台数（日本自動車工業会）は、前年比 14.9％増
の 900 万台、国内販売は、前年比 13.8％増の 478 万台と国内生産・販売とも５年ぶりに増加に転じました。
　主力の輸送機械用機械部品については、重量が 63,711 トン（前年比▲ 1.6％）で機械部品に占める構成
比は 93.7% と前年より 0.9 ポイント増加しました。輸送機械用軸受合金は、重量が 3,205 トン（同▲ 1.0%）
で、輸送機械向けについては機械部品、軸受合金ともに前年比マイナス幅が縮小し、ほぼ前年水準並みに近
づきつつあります。

2023 年粉末冶金製品生産 　

工  業  会  統  計

年　　　月
粉末冶金製品生産金額（百万円） 	原料粉出荷量（トン）

軸受合金 機械部品 摩擦材料 電気接点 集電材料 その他 合　計 鉄　粉 銅　粉
2018 年度　　 1,406 9,839 524 4 117 384 12,273 9,163 397 
2019 〃　　 1,285 9,479 475 3 123 333 11,698 9,008 351 
2020 〃　　 1,179 7,854 432 1 133 334 9,934 7,107 326 
2021 〃　　 1,415 8,904 635 3 132 453 11,543 8,070 374 
2022 〃　　 1,252 8,247 676 2 149 453 10,779 7,193 302 

前年度比 88 93 106 70 112 100 93 89 81 
2023 年 2 月 1,274 7,901 702 3 154 428 10,463 6,754 290 

3 月 1,333 9,610 751 2 156 492 12,344 9,661 316 
4 月 1,219 8,379 698 2 147 502 10,947 5,471 275 
5 月 1,123 7,551 630 1 138 464 　9,907 4,927 249 
6 月 1,343 8,903 708 2 147 493 11,595 7,135 298 
7 月 1,409 8,847 633 0 154 440 11,483 7,036 319 
8 月 1,237 7,624 527 3 153 415 9,959 5,654 240 
9 月 1,478 9,468 604 2 155 455 12,162 7,415 274 

10 月 1,468 9,359 634 2 147 471 12,081 6,528 302 
11 月 1,506 9,443 623 2 140 497 12,211 7,519 304 
12 月 1,399 8,749 552 2 110 441 11,253 6,184 280 

2024 年 1 月 1,234 7,665 591 2 146 389 10,027 5,437 273 
2 月 1,306 8,124 581 0 109 414 10,534 6,414 326 

前年同月比 102 103 83 16 70 94 101 95 113 

╮
▕ 

月
平
均 

▕
╯

表 1　粉末冶金製品の品目別生産実績

品目 重　量
（t）

前年比
（%）

金　額
（百万円）

前年比
（%）

軸受合金 4,479 95.6 16,124 102.4
機械部品 67,997 97.5 108,637 102.5
摩擦材料 796 85.9 7,736 96.9
電気接点 71 120.2 2,193 94.2
そ の 他 1,123 81.0 21,985 96.2
合		 	 	 	計 74,466 97.0 156,674 101.1

　表 2　軸受合金、機械部品の需要業種別生産量

品目 需要業種 重　量
（t）

前年比
（%）

構成比
（%）

軸
受
合
金

輸送機械用 3,205 99.0 71.6
そ の 他 用 1,274 87.9 28.4

計 4,479 95.6 100.0
機
械
部
品

輸送機械用 63,711 98.4 93.7
そ の 他 用 4,287 85.8 6.3

計 67,997 97.5 100.0
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